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令和４（2022）年度事業報告書

一般社団法人びじっと・離婚と子ども問題支援センター

令和４（2022）年９月１日から 令和５（2023）年６月１９日まで
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【１】各部署の活動成果
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１－１ 支援部

１-１-1 スタッフ体制の強化
埼玉県業務受託（P14参照）を受けて、スタッフを増員。
現在、スタッフ数が120名となり、今年度は755件の面会交流を無事支援することができた。

１-１-2 緊急対応の強化
現場支援中のスタッフの困りごとに即時対応するために、緊急掲示板を作り、責任者を配置し適宜回答
している。スタッフの支援の心理的安全につながった。

１-１-3 支援部内部の改革
古市代表理事、古川総務部⾧と共に、支援部の課題を洗い出し、なぜなぜ分析を実施。改革方針と
TODOリストを共に作成した。（P15参照）

支援部は、びじっとの核を担う部署です。
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1ｰ１-４ 令和４年度 面会交流支援状況

令和４年度支援実績（2022年9月~2023年6月) 年間支援件数 :   755件

4

別居中ならびに離婚した父母が未成年者を養育する面会交流の支援を行った。
連絡調整型:329回 受け渡し型:136回 付き添い型:222回 オンライン型:56回 情報連絡支援:
12回 延べ、755回となった。
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１-１ｰ５ 年度別の面会交流支援数の比較（2017年度～2022年度）

541
617 615

161

470

773 755

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度① 2020年度② 2021年度 2022年度

2017年度 : 2017年４月～2018年３月（12カ月）
2018年度 : 2018年４月～2019年３月（12カ月）
2019年度 : 2019年４月～2020年３月（12カ月）
2020年度①: 2020年４月～2020年８月 （５カ月）
（３月１日から５月31日までコロナのため、受渡し型・付き添い型支援中止）
2020年度②: 2020年９月～2021年８月（12カ月）
（2021年１月９日から３月22日までコロナのため、受渡し型・付き添い型支援中止）
（2021年４月25日から６月20日までコロナのため、受渡し型・付き添い型支援中止）

2021年度 : 2021年９月～2022年８月（12カ月）
（７月８日から８月22日までコロナのため、受渡し型・付き添い型支援中止）
2022年度 : 2022年９月～2023年６月（10カ月）

（12カ月） （12カ月） （12カ月） （12カ月）（12カ月）（５カ月） （10カ月）
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1ｰ１-６ 令和４年度 新規受理面談数

受理面談実績（2022年9月~2023年6月)
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年間支援件数 :   60件
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1ｰ１ｰ７ 年度別の受理面談数の比較（2018年～2021年）
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2018年度 2019年度 2020年度① 2020年度② 2021年度 2022年度

2018年度 : 2018年４月～2019年３月（12カ月）
2019年度 : 2019年４月～2020年３月（12カ月）
2020年度①: 2020年４月～2020年８月 （５カ月）
（３月１日から５月31日までコロナのため、受渡し型・付き添い型支援中止）
2020年度②: 2020年９月～2021年８月（12カ月）
（2021年１月９日から３月22日までコロナのため、受渡し型・付き添い型支援中止）
（2021年４月25日から６月20日までコロナのため、受渡し型・付き添い型支援中止）

2021年度 : 2021年９月～2022年８月（12カ月）
（７月８日から８月22日までコロナのため、受渡し型・付き添い型支援中止）
2022年度 : 2022年９月～2023年６月（10カ月）

（12カ月） （12カ月） （12カ月）（12カ月）（５カ月） （10カ月）
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１ｰ２ｰ1 WEB更改
• サービスグラントのプロボノに依頼し、改定案を得た。（2022.12）

• Webかわさきに発注し、WEBの一新をおこなった。（2023.6）

１ｰ２ 広報部

• 事務局スタッフを研修し、HPの日常的な修正はびじっと事務局がおこなえるようにした。

広報部は、みなさんに面会交流について知っていただくための活動をしています。
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１ｰ２ｰ2 SNSプロモーション活動

• YouTube動画4本作製 2023.4

• Twitter→X活動とスペース開始 2023.5
リアルタイム音声で話す場として、
X（旧Twitter）上に「スペース」を5/12よりほぼ
毎週開催。毎回30人程度が参加し、2時間にわたり
悩みを語り合い支え合う貴重な場となっている。

＊SNS活動を一覧管理し、毎月数値の変化を確認している。
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1sxMN_PvL3eMS8JmNHtgR-2Jx7Eoga4lQ/edit#gid=1409768600

【離婚と子ども①】親の離婚と子どもの気持ち
その時親がしてあげられることは

【離婚と子ども②】面会交流の上手な進め方
子どものための時間にしよう

【離婚と子ども③】面会交流支援を使ってみよう
辛い時は誰かを頼っていいじゃない!

【離婚と子ども④】面会交流条件の取り決め方
ADRが取り決めを手伝ってくれるhttps://www.youtube.com/@visit-japan

• LINEオープンチャット開始 2023.6
面会交流の当事者が悩みや心配を文章で語り合える場として、LINE

上に「オープンチャット」を開設。
9/30現在74名が参加し、当事者が抱える問題や課題を話し合い、時

にアドバイスし合う場となっている。
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１ｰ２ｰ3 広報活動
メディア取材 6件 メディア執筆 1件 書籍執筆 ２件 研修講師 4件 イベント参加 1件
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1sxMN_PvL3eMS8JmNHtgR-2Jx7Eoga4lQ/edit#gid=136731385

１-２-３ｰ１ 家族のためのADRセンター 離婚テラス
2022.09.26 面会交流支援機関びじっとのご紹介（対談）

１ｰ２-3-2 びじっと設立15周年イベント

離婚テラス代表の小泉道子さんと当法人総務部⾧の古川との対談が、
離婚テラスHPに掲載されました。

■子どものための面会交流を実現するために~支援の役割
二宮周平先生 (立命館大学名誉教授)
• 面会交流の意義
• 別居・離婚に際しての面会交流の合意形成
• 面会交流支援の役割

2022.10.01 びじっと設立15周年イベントをZOOM開催

■ADRの特色と利点～面会交流との関連で～
入江秀晃先生 (九州大学教授)
• 面会交流と調停・ADRの関係
• 家事調停
• 民間調停・ADR
• 対話型調停

びじっとは、2022.08.01に設立15周年を迎えることが出来ました。
コロナ禍を鑑み、ZOOMとなりますが、周年記念イベントを開催さ
せていただきました。
当日は、二宮周平先生と入江秀晃先生に以下の内容にてご講演をい
ただき、78名の皆様にご参加いただきました。
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１-２-3-4 川崎市立看護大学
2022.12.12 川崎市立看護大学サービスランニング 論Ⅰ
授業時間は12:40～12:20分
川崎市立看護大学の一年生100名の前で、代表の古市が講師を務め、
以下のお話をさせていただいた。

１）びじっとの目的と主な活動内容
２）面会交流支援を始めることになったきっかけ
３）びじっとの活動で、どのような効果

（事例や調査なども踏まえながら具体的に紹介）
４）サポーターとは何か。
５）びじっとではボランティアも活躍しているか?また、どのような活動をしているか?

（例えば、本学の学生でもボランティア活動ができるのか等）
６）活動者やボランティアが知っておかなければいけない知識や、心がけておかなければいけない心構え
７）活動していて、困難だと思う点は何か
８）活動が継続できている、また発展出来ている理由として、考えられる理由（評価）はどのような点か

１-２-3-3 株式会社ReRe

https://rere.me/interview/visit

『ADR調停・面会交流を支援する一般社団法人びじっとの古市さんが
「ひとり親の方に捨ててほしい」と願うものとは』

2022.11.10 代表の古市がインタビュー取材された。



一般社団法人びじっと・離婚と子ども問題支援センター
2023/11/23 12

１-２-3-7 書籍「子どもの権利保障と親の離婚」
日本の家族法制には、親の別居・離婚に際して子の利益を保障する
仕組みが欠けている。子どもの利益を守るために、親の別居･離婚が
もたらす子の不利益な実情を検証･考究し、各国の子どもへの情報提
供や、様々な取組みを整理･紹介。子どもの権利保障システム構築へ
の新たな緊急「提言」。
2023.03.31 『面会交流支援の現状と課題』を総務部⾧の古川が
執筆した。

１-２-3-6 日本仲裁人協会研究講座

2023.02.10 18:00～20:00 ZOOM開催
『面会交流とADRについてのご報告』として、代表の古市が登壇した。

離婚後の面会交流の実施に関して、第三者機関の支援サービスが行われている。
本研究会では、ADR法認証機関としてのサービスも開始した面会交流支援の２
団体から、面会交流支援事業とADR事業を共に持つ必要性やメリットを中心に
解説を頂き、実務実態や今後の展望について議論する。

１-２-3-5 かながわボランティアフェスタ
「かながわボランティアフェスタ」は、基金21の助成を受けた
様々な分野のボランタリー団体が、活動する分野の垣根を越え
て、相互に連携・協力しながらその活動を広く社会に発信する
イベント。
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/u3x/f5258/volunteerfesta_kanagawa.html
https://www.k-vol.net/

今年度は、びじっとはチラシのみの参加であったが、次年度は
他団体とともにイベントを盛り上げていきたいと思う。
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１ｰ２ｰ3-８ 『リコ活』インタビュー取材
・2023.06.02【取材／前編】面会交流支援団体代表・古市理奈さんに聞く「面会交流のキホン」

https://ricokatsu.com/pickup-articles/63f302068798fe0011d44152/
・2023.07.12 【取材／後編】同居親、別居親の“心得”とは?面会交流支援の役割

https://ricokatsu.com/pickup-articles/63f303ee62f08f0011dddce9/

１-２-3-９ 『離婚・再婚家族と子ども研究』
本誌は日本離婚・再婚家族と子ども研究学会の機関誌であり、毎年 1 号を刊行
している。本学会会員の離婚・再婚に関連する研究、実践報告、法制度につい
ての研究報告等に関する論文の発表や実証研究、事例報告、文献の概説、理論
的考察、書評、判例評釈・紹介など、できる限り多様な研究を掲載している。

離婚・再婚家族と子ども研究（第5号）2023年6月発行の実務家コーナーに
『びじっとが支援していること』を代表の古市が寄稿した。
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１ｰ３ｰ1 利用者アンケート調査（別紙に抜粋したものを紹介）

１ｰ３ 総務部

2023年4月30日～2023年5月14日に利用者アンケート実施。回答72名。
興味深い結果を得ることができた。
https://npo-visit.net/surveyanalysis2023
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000006.000058207.html
結果は→HP掲載、ニュースリリース、ACCSJシンポジウム、日本離婚・再婚家族と子ども研究学会ラウ
ンドテーブル発表

１-３-２
令和５年度埼玉県業務受託

埼玉県面会交流支援事業に応募し、
採択された。
https://npo-visit.net/saitamasupport

埼玉県とのコミュニケーションを深
め、受託プロセスを開発。チラシ
4000枚を作成し、埼玉県各所に配
布した。
今後、支援受付を開始できるよう準
備を進めている。

■事務局管轄
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１ｰ３ｰ３ びじっと定例
2022.09.25 びじっと定例をオンライン開催した。 出席者26名
トピック:【勉強会】スムーズな支援のための利用ルール活用～最
新の変更点を中心に（足立）

2023.03.05 びじっと定例をオンライン開催した。 出席者40名
トピック:【勉強会】親の別居・離婚と子どもの発達 （白百合女
子大学教授 菅原ますみ先生）

１-３-４ （一社）面会交流支援全国協会ACCSJからの業務受託
https://accsjapan.com/

１-３-５ 組織改善
１）計数管理
利用チーム数、受理面談数、支援数（内訳）、相談数、を事業KPIと定め、毎月計数管理することで、
びじっとの組織管理と業務見える化に寄与した。
２）スタッフ育成
平日日中の受理面談業務、スタッフ採用面談業務を事務局に移管。
研修を経て、事務局スタッフが自立して受理面談とスタッフ採用面談をおこなえるようになった。
３）支援部改革
古市代表理事、榎本理事と共に、支援部の課題を洗い出し、なぜなぜ分析を実施。
改革方針とTODOリストを共に作成した。

• ACCSJからの現場研修依頼を受け、受託プロセスを作成し、基本契約を締結した。
• ACCSJからの受理面談研修依頼を受け、受託範囲に入れる事とした。
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■総務部IT課

１-３-６ 面会交流アプリとの連携
連絡調整の当日LINE見守りに『raeru』を活用する基
本方針を定めた。
（詳細はサービスインまでに決める）

１-３-７ kintone利用
サイボウズの「NPO向け、チーム応援ライセンス」を
取得し、びじっとスタッフがkintoneを利用できる環
境を整えた。現在ITチームがびじっと向けアプリを設
定作業中。
サイボウズの非営利団体向けチーム応援ライセンスと
は、業務効率化ツールへの投資が困難で、サイボウズ
製品の利用が財政的に難しい団体が、サイボウズ製品
を利用してチームワークを高めることができるよう応
援するライセンスである。
https://npo.cybozu.co.jp/team/

https://raeru.jp/
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１-４-1 新設された企画部の役割分担の明確化
・びじっとが申し込み可能な補助金等の情報を調査し、PLに情報を提供する。

１-４-2 補助金・助成金・寄付金
・経済産業省事業再構築補助金の実績報告（補助金額確定）
・三菱財団社会福祉事業・研究助成金の申請（不採用）
・GIVEONEの寄付金管理（2023.1～9 ￥138,000）

１-４-3 ボラフェスの定例会議参加
2024年2月開催のボラフェスの定例会議に団体担当として参加し、事務局との調整を行った。

１-４ 企画部
企画部は新設されたばかりの部署である。これまで、びじっとが対応できずに来た部分、主に助成金

や補助金申請を担当する。
助成金や補助金を獲得するということは、ただ金銭のやりとりだけではなく、団体の存在意義を世の

中に広く伝えていただけるチャンスでもあることを理解し、次年度も粛々と申請を行っていく。
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１-5 法務部

１-5-1 2022.09.20 定款変更
削除:最初の事業年度、設立時の役員、設立時社員の氏名及び住所
臨時社員総会議事録作成

１-5-2 2022.11.01 定時社員総会議事録作成
①広報部と企画部を新設すること及び広報部部⾧を古川玲子とし、企画部部⾧を寺内恭子とする
②理事報酬・部⾧手当の改定

１-5-3 2023.04.13 定款変更
賛助会員の定義、会員資格喪失要件、理事と監事の任期を揃えた
臨時社員総会議事録作成

１-5-4 2023.06.20 定款変更
目的変更、理事の親族の割合、事業年度の変更、剰余金の不分配
臨時社員総会議事録作成

法務部は派手さのない地味な部署だが、しかし、法人運営の土台となる部署である。
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１-6 ADRくりあ事業部

１-6-1 2023.02.01 法務省変更認証
扱う紛争の範囲の変更

１-6-2 2023.03.16 横浜市子育て支援拠点との勉強会（オンライン）

１-6-3 調停人研修プログラムの作成
調停人候補者リスト、研修プログラム、法務知識確認テスト、基礎研修、文書研修

１-6-4 相談事業の強化
相談機能強化企画書、手順書、フォーマットの整備、HPの変更

１-6-5 相談員育成プログラムの作成
相談員候補者リスト、研修プログラム、知識確認テスト、相談員基礎研修

１-6-6 ADR調停実績
申立て７件、応諾5件、不応諾2件、成立1件、取下げ2件、継続中2件

びじっとのADRの特徴は、①支援現場を知る支援者が調停人として参加する、②面会交流支援利用者が
ADRを利用する場合、調停期日の事前、期中、事後に支援部門と調停人が情報共有を行い協力して利用者
を支援する、という２点である。ADRと支援現場が協力することで、現場感のある現実的な解決が可能と
なる。びじっとでは、これを「子どものための紛争解決モデル」として事業構築した。（P38～39参照）

１-6-7 ADR拡大会議（オンライン）
調停人の弁護士と勉強会と意見交換を重ねている。
2022年４月から毎月第４木曜日
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１-6-8 ADRくりあの調停年度別申立て数

１-6-９ ADRくりあの調停回数

20

12%

25%

25%

13%

25% １回

２回

４回

６回

８回

2020年８月1日－2023年6月19日

1

4

6
5

0

1

2

3

4

5

6

7

2020年度① 2020年度② 2021年度 2022年度
（12カ月） （12カ月）（５カ月） （10カ月）

2020年８月1日－2023年6月19日

だいたい、どのくらいの調停回数で終結できるかの目安。
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13%

31%

6%

44%

6%

成立

調停中の取り下げ・離脱

調停前の取り下げ

不応諾

継続中

１-６-11 ADRくりあの終了理由
2020年８月1日－2023年6月19日

和解成立:和解調書作成に至った。

調停中の取り下げ・離脱:
①話し合いの中で納得し、申立てを取り下げた。
②申立てタイミングを再考することにした。
③家裁の調停に切り替えることにした、などあり。

調停前の取り下げ:
期日開始前に問題が解決した等で取り下げられた。

不応諾:相手方が調停に応じなかった。

和解に至るものがどの程度かの目安。
なお、意味は以下の通りとなる。
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１-7 経理部

今年度は経理部の内部改革を行ったため、請求業務がトラブルなくスムーズに執り行うことができた。

１-7-1 経理部内部の改革
経理部の課題を洗い出し、消込及び請求書作成業務を担当を配置し、
３人体制を整えた。
次年度は、より多くの利用者増加を見込み、スタッフ人数の増加を見
込みたい。

１-7-2 経理業務の効率化
• 請求/支払ツールを開発。
• 会計ソフト『freee』の導入で、業務が簡便化。

https://www.freee.co.jp
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【２】利用者アンケート調査（抜粋）
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２ｰ１ 利用者へのアンケート調査実施
調査目的

① 利用者が支援利用に至る契機を確認する
② 支援が利用者に役立っているかを確認する
③ 現在の支援が抱える課題を確認する

調査方法
実施期間:2023年4月30日～2023年5月14日
実施方法:Webによる無記名アンケート
対象者 :びじっと支援利用者:326名
回答者 :同居親32名、別居親40名:計72名

調査結果
びじっと報告サイト:https://npo-visit.net/surveyanalysis2023

父:別居親

51%

父:同居親

3%

母:別居親

4%

母:同居親

42%

２ｰ１ｰ１
面会対象のお子さんと、同居/別居について教えてください。（必須・単一選択）



一般社団法人びじっと・離婚と子ども問題支援センター

２ｰ１-２ あなたが面会交流をおこなう理由をお聞かせください（複数回答可）

1

1

7

5

23

9

35

3

0

0

4

5

21

23

その他

相手の家族(親や…

自分の家族(親や…

相手のため

自分のため

調停・審判・判決…

子どものため

同居親

別居親

25
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２-1-３ 支援の利用に際し、どのようなことが気がかりでしたか
２-1-４ 支援利用してみて現在も気がかりなのは、どんなことですか

①支援前の各種不安が、支援後には
顕著に低減している。

• 相手がルールを守った!
• 面会の安心感向上
• 料金にも少し納得感
• 実際に面会できた!
• 思ったほど不快ではない
• 子どもは嫌がらない

「葛藤の壁」の低減!

②支援卒業の見通しが立たない点が
課題

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

相手が利用者ルールを守れるか（支援前）
（支援後）

面会の安心感が確保できるか（支援前）
（支援後）

支援利用料が高いのではないか（支援前）
（支援後）

日程・場所等の調整ができるか（支援前）
（支援後）

面会が確実に実施できるか（支援前）
（支援後）

いつ支援を卒業できるのか（支援前）
（支援後）

支援利用が自分にとって不快ではないか…
（支援後）

支援者の存在を子どもが嫌がらないか…
（支援後）

特にない（支援前）
（支援後）

支援利用開始前

その他（支援前）
（支援後）

同居親 別居親
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２ｰ１ｰ５ あなたはびじっとの支援を利用して何年目ですか（必須・単一選択）

2023/11/23 27

支援開始前

１年未満

１年以上～３年以内

３年以上～５年以内

５年以上

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

6 

39

68

48

9

16歳以上

12～15歳

8～11歳

4～7歳

0～3歳

２ｰ１ｰ６ あなたの面会対象のお子さんの年齢をお聞かせください（単一選択）
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２ｰ１ｰ８ 現在の、一回あたりのおよその面会時間をお聞かせください。（単一選択）

2023/11/23 28

1%

7%

3%

6%

7%

6%

10%

26%

15%

19%

無回答
９時間以上

８時間
７時間
６時間
５時間
４時間
３時間
２時間

１時間以内

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

2 

7

12

10

2

7

11

5

1

5

6

1

3

2

2

16歳以上

12～15歳

8～11歳

4～7歳

0～3歳

0 5 10 15 20 25 30 35

付添い型 連絡調整型 受渡し型 オンライン付添い型

２ｰ１ｰ７ あなたが現在利用している支援型をお聞かせください。（末子の年齢）（必須・複数選択）

5 

4

5

1

1

8

2

2

12

4

3

1

2

2

1

4

1

2 1

1

4

オンライン

受渡し型

連絡調整型

付添い型

0 5 10 15 20 25 30

１時間以内 ２時間 ３時間 ４時間 ５時間
６時間 ７時間 ８時間 ９時間以上



一般社団法人びじっと・離婚と子ども問題支援センター

２ｰ１ｰ９ 現在の、年間あたりのおよその面会頻度をお聞かせください。（単一選択）

2023/11/23 29

3%

6%

4%

25%

3%

1%

14%

3%

5%

8%

11%

17%

25回以上
19～24回以上
13～24回以上

12回
10回
８回
６回
５回
４回
３回
２回

１回以下

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

2 

1

3

6

1

1

7

1 

1

2

1

2

2

1

1

2 

3

5

1 1

1

3

7

5

1

1

2 2

オンライン

受渡し型

連絡調整型

付添い型

0 5 10 15 20 25 30 35

１回以下 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 ８回 10回 12回 13～18回 19～24回 25回以上
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２ｰ１ｰ１０ 面会交流支援を開始して、お子さん自身に良い変化がありましたか（必須・単一選
択）

2023/11/23 30

31

66

75

10

18

同居親ある

同居親なし

別居親ある

別居親なし

支援前

２ｰ１ｰ１１ 面会交流後に、お子さんにあった良い変化について具体的に教えてください（任意）

代表的なものを紹介。同趣旨回答の数を同居親、別居親ごとに[同*別*]と記載。
• 面会交流中に子供の笑顔が増え、甘えられるようになった。親子の関係を持続できることをお互いに

確信でき良好になった、「別居親が子を愛している」という事が伝わったなど。[同1別9]
• 不安定な時期もあったが、子どもの成⾧にメリットがあった。[同4別3]
• 面会を重ねる度に、息子の成⾧を実感しており、付き添いスタッフに対しても当初よりも不満な様子

もなく、安心している。[別1]
• お父さんというキーワードが子ども本人の口から出るようになる機会が増えた。[別1]
• 父親のことを私の前でも少し話すようになった(それまでは私に遠慮していたと思われる) 。[同1]
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２ｰ１ｰ1２ 面会交流支援を開始して、お子さん自身に心配な変化がありましたか（必須・単一選択）

2023/11/23 31

69

28

32

53

18

同居親ある

同居親なし

別居親ある

別居親なし

支援前

２ｰ１ｰ1３ 面会交流後に、お子さんにあった心配な変化について具体的に教えてください（任意）

代表的なものを紹介。同趣旨回答の数を同居親、別居親ごとに[同*別*]と記載。

• 面会交流前後に、子どもの体調や精神が不安定になった、夜泣き、異様に寝る、泣き喚く、なかなか
寝ないなど。 [同5]

• 別居親が同居親の悪口を子どもに伝えたこと。[同2]
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２ｰ１ｰ１４ 良かった点、嫌だった点をお聞かせ下さい。（複数選択）

2023/11/23 32

8

8

14

27

13

17

28

18

葛藤や悩みを聞いて寄り添ってもらえた

面会中の心配が少なくて済む

相手と連絡を取らずに連絡調整できる

面会交流が実現できた

良かった点 同居親 別居親

11

11

8

7

8

2

5

2

3

3

1

5

支援料金が高い

担当者による対応の差が大きい

担当間の情報連携が不足している

日程調整がうまくいかない

面会中の支援者の存在が違和感

面会中の心配が軽減できない

嫌だった点

同居親 別居親
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２ｰ１-１５ 現在の支援型、面会時間および頻度の変更についてお伺いします。

2023/11/23 33

15%

40%

45%

3%

94%

3%

よりしっかりした支援へ移行したい

今のままでいい

より軽度の支援へ移行したい
同居親 別居親

支援型について（必須・単一選択）

77%

23%

3%

56%

41%

もっと⾧くしたい

今のままでいい

もう少し短くしたい
同居親 別居親

面会時間について（必須・単一選択）

80%

20%
62%

38%

もっと増やしたい

今のままでいい

もっと減らしたい
同居親 別居親

面会頻度について（必須・単一選択）
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２ｰ１-１６ あなたが支援卒業やステップアップをする場合、
どの要素が検討ポイントになりますか。（必須・複数選択）

2023/11/23 34

4

1

7

6

10

12

26

24

5

3

6

7

6

17

21

その他

再婚の可能性

相手からの要望

支援費の負担額

相手との信頼関係

自分自身の気持ち

子どもの年齢

子どもの要望

同居親 別居親
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２ｰ１-１７
あなたは養育費を受け取っていますか、それとも支払っていますか。（任意・単一選択）

10%

90%

3%

9%

88%

回答なし

どちらでもない

養育費を受け取っている

養育費を支払っている

同居親 別居親

２ｰ１-１８
あなたが支払っている/受け取っている養育費を月額で教えて下さい（任意・単一選択）

10%

30%

18%

35%

7%

9%

19%

13%

34%

25%

回答なし

8万円以上

６～８万円未満

３～６万円未満

３万円未満

同居親 別居親
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２ｰ２ プレスリリースを配信。
アンケート調査結果をまとめて、『支援団体の利用で、別居中・離婚後親子の面会交流への不安が46%低減。
養育費受給率は全国平均28.1%を大幅に上回る88%と高水準』と題して、プレスリリースを配信した。

掲載された媒体
① BIGLOBEニュース
② 千葉日報オンライン
③ 浦和経済新聞
④ 散歩の達人
⑤ 産経ニュース
⑥ Jorudan News
⑦ 時事ドットコム
⑧ 茨木新聞クロスアイ
⑨ オリコンNews
⑩ 千葉経済新聞
⑪ エキサイトニュース
⑫ 大宮経済新聞
⑬ プラットフォーム業界チャンネル
⑭ 船橋経済新聞
⑮ ニコニコNews
⑯ ベストタイムズ
⑰ Infoseek News
⑱ マピオン
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【３】助成金・補助金
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３－１ 子どものための紛争解決モデル事業（かながわ基金２１補助金事業）

離婚や別居で離れて暮らしている親子をつなぐ面会交流は、子どもの健全な成⾧に有益であることから、
面会交流の支援から紛争解決までワンストップでサービスを提供できるモデル事業を構築するために、令
和３年度から補助金をいただいて、事業構築を行っている。
令和４年度は、以下の内容で運用を開始した。

面会交流支援現場でおきる困りごと
• 面会の具体的な場所ついて、父母の希望が折り合

わない（父母の希望する場所が遠すぎる）

• 面会中の同居親の諸条件が厳しすぎる（走ったら
ダメ、小さい公園内から出たらダメ、水しか飲ん
だらダメなど）

• 養育費の支払い遅れがあった場合、同居親が「養
育費が支払われるまで面会はしない」と言う

• 支援型の変更希望があるが、父母が合意できない

• 支援費用以外の実費（交通費、スタッフ飲食代）
をどちらが支払うかの認識が父母で違う（調停で
折半と決まっていると、別居親はスタッフ飲食代
も同居親が折半すべきと考えているが、同居親は
そう思っていない

その結果…

• 面会場所が折り合わない場合、支
援ができない

• 同居親の制限に従わざるを得ない
ものの、別居親の不満が高まり、
スタッフへのあたりが強くなる

• 養育費について、伝言として別居
親に言うことは可能なものの、現
場スタッフが板挟みになる

• 面会条件を拡充したい別居親と、
現状維持を希望する同居親の板挟
みになる

• 実費の負担割合について、父母が
合意できないと支援ができない

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/u3x/f5258/bijitto.html
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こんな時には、
ADR利用を考えましょう。

意図せずに「非弁行為」をおこなっていませんか?

非弁行為とは、弁護士法72 条において、弁護士でない者が、報酬を得て、代理や仲裁、調停等を
行う行為を禁止しているにもよらずその行為を行うことを言います。
非弁行為は、２年以下の懲役又は３００万円以下の罰金に処せられます。

意図せず紛争に介入していませんか?

• 単に伝言を伝えるだけのはずが、いつの間にか仲裁のようになってしまい、非弁行為だと指摘
される。

• 調停調書で「具体的日時、場所等は当事者間または支援団体等を介して協議して決める」、
「〇年後をめどに、面会交流の方法等の変更（あるいは宿泊）を協議する」と記載されていて、
支援団体に対応を求めてくる。

• 子どもの成⾧や環境の変化による、ステップアップの介入はどこまで?
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面会交流支援から紛争解決までワンストップ!
両親が「子どもの幸せ」という同一のゴールに向けて建設的な話し合いができるよう、調停員が
サポート。

有機的連携

支援現場とADR調停との有機的取り組みとは?
• 当事者は、ADR調停中も子の面会交流を並行実施。
• ADR調停期日中に、 支援を利用した試行的な取り組みの中間合意に至る。

↓
ADRくりあが「支援部門への中間合意内容伝達」を側面から支援することで、スムーズな試行的な取り組み
が可能となる。

びじっとのADRの特徴は、①支援現場を知る支援者が調停人として参加する、②面会交流支援利用者がADR
を利用する場合、調停期日の事前、期中、事後に支援部門と調停人が情報共有を行い協力して利用者を支援
する、という２点である。ADRと支援現場が協力することで、現場感のある現実的な解決が可能となる。び
じっとでは、これを「子どものための紛争解決モデル」として事業構築した。

• Zoomを利用して、自宅で調停ができます
• 土日祝日、夜間も可能です
• びじっと利用者の場合面会交流の現場とADRが連携して課題解決を支援します
• 面会交流支援の知見を活かし、現場感のある結論をサポートします
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３－２ 第５回経済産業省事業再構築補助金

https://jigyou-saikouchiku.go.jp/pdf/result/tokubetsu_kanto05.pdf

第5回公募の応募件数は21,035件。厳正に審査を行った結果、9,707件が採択され、びじっとも選んで
いただけたことにより、新たに『面会交流支援団体の運営支援・立ち上げ支援事業』を開始することが
出来た。

事業再構築補助金とは、新型コロナウイルス感染症の影響が⾧期化し、当面の需要や売り上げの回復が期
待しづらい中、ポストコロナ・ウィズコロナ時代の経済社会の変化に対応するために中小企業等の事業再
構築を支援することで、日本経済の構造転換を促すことが重要です。そのため、新分野展開、事業転換、
業種転換、業態転換、又は事業再編という思い切った事業再構築に意欲を有する中小企業等の挑戦を支援
します。https://jigyou-saikouchiku.go.jp/
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びじっとの面会交流支援団体立ち上げ支援

1.面会交流支援団体運営資料提供
団体運営資料（びじっとの例）を提供します。
もしも資料を貴団体向けに改変して事業利用する場合には、
びじっとの承諾を得るようにお願いします。

2.上記資料の改訂版提供
団体運営資料は最新の法令対応、リスク事例対応により随時改訂されますので、
改訂都度、改訂版（改訂ポイント朱記）を提供します。

3.保険情報提供
支援中の事故等に備える、面会交流支援団体に適した保険情報を共有します。

4.団体運営立ち上げ指導
団体運営資料活用方法や運営立上の相談など。
入会後12か月以内にZoom会議1時間✕5回。

5.支援情報管理機能提供
下記基本情報の管理プロセスを提供します。

・利用者情報・スタッフ情報・支援報告・リスク発生情報
団体からの支援報告に基づき、月締めで「支援実績一覧」を作成・提供。
個人情報をびじっとシステムで管理運営。

面会交流支援団体立ち上げ支援とは?
有志数名で面会交流支援を始めたくても、まずは何をすればよいのか?
リスクマネージメントは? Staffの研修は? オフィス機能は?
そんな様々な不安を安心に変えるのが、びじっとの立ち上げ支援です。
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6.支援スーパーバイザー提供
支援で発生した問題について、団体運営責任者からの相談に応じます。
LINE、Zoom。

7.ADRくりあ（オンライン調停機能）との連携
会員団体利用者がADRくりあ（オンライン調停なので、全国から利用可能）を利用する場合、
利用者が希望すれば支援団体とADRくりあで情報連携が可能です。

8.びじっと勉強会参加
びじっとが開催する内部勉強会に参加が可能です。
有識者による講義や、ケース共有など、年2回以上開催。
社外勉強の機会があれば情報提供をします。

9.びじっとグループ会参加
びじっとグループ団体との意見交換会、
知識共有会を年1回以上開催。

10.びじっと内研修参加（オプション）
添付2記載の、びじっと内スタッフ育成研修に参加できます。

11.バックオフィス支援機能提供（オプション）
1. 事務局機能・・・電話/メールでの一次対応、相談/支援利用受付業務
2. 経理機能 ・・・支援に基づく利用者への請求、スタッフへの謝礼支払業務
3. 受理面談対応・・・オンラインで実施し、内容を会員団体へ報告
4. 相談/傾聴対応・・・オンラインで実施し、内容を会員団体へ報告
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３－３ 2023 第３回東急子ども応援プログラム助成金
「東急子ども応援プログラム」は、

子どもたちの幸せを支える地域の活動を応援します。

子どもは一人ひとり多様な可能性を持っています。
しかし、慌ただしい生活時間や限られた人間関係の中で、可能性の芽がのびのび
と育ちにくい環境があり、さらには、いじめ、引きこもり、家庭内暴力、経済的
に困窮する家庭状況や、不安や困りごとなどを抱えている子どもたちもいます。
地域には、そうした子どもたちをサポートする、家庭や学校以外での大人たちの
活動があり、子どもたちや家族が安全・安心で心豊かに暮らせる生活環境づくり
をサポートしています。
このプログラムでは、子どもたち一人ひとりが望む「幸せ」につながることを
願って、皆さまの活動を支援します。

選考委員からの推薦理由
民間ならではの柔軟性を生かして、普及啓発のための情報整備や相談要員の教育プログラム作成など基盤
整備が行われることに大いに期待しています。離婚が珍しいことではないといわれている現代、子どもの
権利と安全のために必須なセーフティーネットとしてぜひ応援したいと思いました。

両親が別居・離婚をする前後に、ワンストップで適切な情報と
サポートに繋がることができる仕組みをつくり、子どもが離れ
て住む親に会いやすいよう環境を整えること、ひいては現在
53.8%にとどまっている横浜市、川崎市に住む離別家庭の子ど
も一人ひとりが、面会交流を通じて健全な自己肯定感を育むた
めの土台作りをすることを目的として、第３回東急子ども応援
プログラム助成金に応募し、この度、目出度くも助成金をいた
だけた。この助成金にて、以下の事柄を現在遂行中である。
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３－３－１ 横浜と川崎を、全国に先駆けて“面会交流が当たり前”の街にする

①かながわ面会交流総合相談窓口の設立
・受付要員業務手順作成
・受付教育実施
・相談要員教育プログラム作成
・相談要員教育実施
・相談窓口ー支援団体連携プロセス作成
・電話、メール設置
・窓口業務実施
・相談業務実施
・利用者向け資料作成

②かながわ面会交流総合WEBサイトの設置
・サイト設計・構築
・情報サイトオープン

③行政機関に総合相談窓口のパンフレットを設置
・パンフレット作成
・行政と連携し、市役所・区役所、子育て支援窓口へ設置開始

団体内体制を整備し、面会交流総合窓口「ペアレントタイムかなが
わ」チラシとHPを作成中である。

横浜と川崎を、全国に先駆けて「面会交流が当たり前」の街にすることを目的に、離別した親子の面会交流
に必要な支援をワンストップで提供する総合窓口とウェブサイトを立ち上げ、活動の認知度向上を図るとと
もに、行政と連携した仕組みづくりを行います。
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【４】寄付金・企業サポーター
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４－１ 寄付と使用用途

頂いた寄付で、多くの改善を実現することができた。

皆様から頂きましたご寄付で、びじっとの運営に多くの改善作業がなされました。
心より深謝申し上げます。

代表理事 古市理奈

備考金額項目No

ユニハート17,952GoogleWorkspace 12か月分1

ユニハート7,200DriveChecker 12か月分2

ユニハート66,000LINE API 12か月分3

ユニハート10,890Kintone チーム応援ライセンス 12か月分4

150,000相談基礎研修開発5

150,000組織運営講座開発6

ユニハート200,000ホームページ更改7

300,000利用者アンケート実施8
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https://giveone.net/supporter/project_display.html?project_id=20292

びじっとサポーター様

継続サポーターの皆様から頂きましたご寄付で、びじっとの運営に多くの改善作業がなされ、日々の面会
交流支援が滞りなく「安心・安全」に行われております。
サポータ様からの継続的な支援、心より深謝申し上げます。

代表理事 古市理奈

４ｰ２ 「お父さんにも お母さんにも会いたい!」面会交流促進プロジェクト
子どもたちが、お父さんにも、お母さんにも会える世界を目指して、びじっとは令和３年度より面会交流促進プロジェクト
を立ち上げ継続寄付サポーターを募集開始した。今後、広報活動を活性化し、より多くの方に支援を呼び掛けていきたい。
継続サポーターの寄付は、Give One（ギブワン）を通じておこなわれている。

• 面会交流支援が離婚によって生じる家庭の変化の中で成⾧する
子どもたちにとって非常に重要だと認識しています。両親の離
婚は、子どもたちにとって大きな試練となり、しばしば混乱や
不安を引き起こします。
びじっと様の面会交流支援は、子どもたちが両親との関係を維
持し、愛情とサポートを受けながら成⾧できる機会を提供して
おり、社会全体の未来にとって有益だと信じています。
私の寄付が、この意義深い取り組みの一助となり、より多くの
子どもたちが健やかに成⾧し、幸せな人生を送るためのサポー
トになることを願っています。

• 少しでも多くの子どもが幸せになりますように祈念いたします。

• 一人でも多くの子供が幸せになるといいですね。期待してます。

• 子どもたちと、お父さん、お母さんが、大事なつながりを持て
ますように。

寄付者コメント（抜粋）
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４ｰ３ BIPROGYグループ社会貢献クラブ「ユニハート」様からの支援
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BIPROGYグループ社会貢献クラブ「ユニハート」は、社員の自発的な社会貢献活動
の推進を奨励し、社会に貢献することを目的に2006年に設立された。会員は896名
（2021年3月末日現在）。会員自らが企画・運営を行うチャリティーイベントや、
NPOなどへの寄付など幅広く活動されている。
https://www.biprogy.com/

４－３－１ 社内データ管理のICT化推進
寄付により、増え続ける支援を適切に情報管理しなくてはならない為、以下の事柄を行った。
①サイボウズの「NPO向け、チーム応援ライセンス」を活用し、Kintone導入に着手した。

ASIS→TOBE整理が終わり、現在ボランティアスタッフがシステム開発を進めている。

②有償版クラウドドライブ、ドライブチェッカー、LINE APIは毎日のように活用している。
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４－３－２ 支援者研修プログラム開発
寄付により、複雑な支援に対応するために、支援者向け研修を開発した。
1. スタッフ向け、傾聴プログラムを開発した。
2. 支援団体向けに、組織研修プログラムを開発し、一般社団法人面会交流支援全国協会を通じて提供を

開始した。
びじっとのノウハウを、びじっとスタッフだけでなく全国の支援団体へ提供していく。

４－3ー３ 社内ナレッジ整理、プロセス整備
びじっとのナレッジをオープンに提供

①びじっとホームページを一新した。（プロボノの協力を得た）

②びじっと利用者対象アンケートを実施し、結果をWEB公開した。
今後のプロセス改善に生かしていく。
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４-４ サービスグラントのプロボノ様からの支援
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団体のウェブサイトを、より支援の必要な人へ必要な情報
が届く内容へどのように改訂したらいいかの枠組みを提案
するプロジェクトです。協議離婚層の行動や気持ちの理解、
整理を行い、ウェブサイトでどのようなコンテンツをどう
いう導線で展開すればいいかの設計をご提案いただいて、
無事にHPがリニューアルオープンできた。

https://www.servicegrant.or.jp/projectslist/visit2022/

４－４－１ ウェブサイトリニューアル設計

「プロボノ」とは、「公共善のために」を意味するラテン語「Pro Bono Publico」を語源とする言葉で、【社会的・公
共的な目的のために、職業上のスキルや専門知識を活かして取り組むボランティア活動】を意味する。
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【５】外部団体交流・勉強会・研修会
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５-１ 面会交流支援研究会
各支援団体が学べる場として、2019年09月07日(土)より開始された研究会。
毎回、テーマを決めて、講演をしあったり、面会交流支援の事例研究を行っている。
令和４年度は、以下の日程で開催された。
2022年12月18日 13:30~17:00 

５-１-１ 第９回面会交流支援研究会（ハイブリッド）

日時 2022 年 12 月 18 日(日)13:30~17:00 開催方法 対面 立命館大学朱雀キャンパス

第1部 地方自治体で行われている離婚前後親支援講座 13:40~15:10
小泉 道子氏(家族のための ADR センター代表) 13:40~14:10
築城 由佳氏(ハッピーシェアリング代表) 14:10~14:40
意見交換 14:40~15:10

第2部 面会交流支援団体で行われている親支援講座 15:20~16:40
面会交流支援団体からの報告 小田切 紀子氏(にじいろ面会交流支援)ほか
事前面談や遵守事項の説明等の中で実施される実質的な親ガイダンスも含みます。

2019 年度から、厚労省離婚前後親支援モデル事業が始まりました。離婚協議開始前の父母等に対して、離婚が子どもに与える
影響、養育費や面会交流の取り決めや離婚後の生活を考える機会を提供するため、親支援講座の開催やひとり親家庭支援施策に
関する情報提供等を行うものです。実施主体は、都道府県・市・特別区・福祉事務所設置町村で、民間団体への委託も可とされ
ています。補助単価は1自治体当たり 1500 万円です。2020 年度 31 自治体、2021 年度 96 自治体に増えましたが、21 年度
の 96 の内、養育費の履行確保等に資する取組が 87 です。
こうした親支援講座の受講者が面会交流支援団体を利用するケースも出てくるかもしれません。今回の第 1 部では、この講座
を受託されている専門家から、どのような目標をもって、どのような内容で取り組まれているのか、参加者の反応はどのような
ものなのかなどをお聞きしたいと思います。
また、面会交流支援団体の取組みとして、例えば、FPIC の「かるがもミニセミナー」など独自に親支援講座を実施したり、事
前面談や遵守事項の説明等の中で、実質的な親ガイダンスをする例もあると聞きます。第 2 部では、参加される面会交流支援
団体から取組み、実践例をご報告いただければと考えています。
親支援講座の実践によって、離婚後の子の養育に関して父母が協力する可能性が生まれ、子どものための面会交流支援に繋がる
可能性もあります。こうした展望のもとに、意見交換をしたいと思います。ふるってご参加ください。

スタッフたちが参加し学んだ。
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５-２ 面会交流支援団体フォーラム
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各団体が支援するのは、父母間の葛藤がある程度、高く、当事者での履行が難しい事案です。それだけに、スタッフのスキル・
研修、面会交流のガイドライン、トラブルの歯止め、支援の最終目標の設定など共通する事項や課題があるものと考えます。各
支援団体が集まって、支援の中味について経験交流をしたり、支援を続ける中で抱えている課題を話し合ったり、公的な助成、
家裁や弁護士会、臨床心理や子ども教育等専門家との連携、ネットワークの構築の可能性も検討できればと考え、2015年11月
29日(日)に面会交流支援団体フォーラムが初めて開催され、2018年よりは毎年継続的にフォーラムが開催されている。

５-２-1 第７回面会交流支援団体フォーラム（ハイブリッド）

【日 時】 2023 年6月3日(土)13:30~17:30 頃 <対面&オンライン>
【対面の会場】立命館大学朱雀キャンパス 203 号教室

【第1部】基調講演「子どものための面会交流支援~現場の支援者にお伝えしたいこと」
山口惠美子さん(家庭問題情報センター横浜相談室)
山口さんは、家庭裁判所調査官を経て、家庭問題情報センター(略称 FPIC)東京相談室で面会交流支援の現場に立たれる一方、
事業部⾧としてスーパバイズなど現場の支援者のサポートもされてきました。また兵庫県明石市が実施している面会交流の
コーディネートに関して「明石市親子交流支援アドバイザー」もされています。面会交流支援の現場にいる支援者のみなさん
が直面する課題について、山口さんの 30 年に及ぶご経験と専門的知見に裏打ちされたお話をぜひ聞いていただければと思い、
企画しました。

【第2部】ACCSJ からの報告~認証の実施
2023 年4月、ACCSJ は、4つの面会交流支援団体の認証申請に対して、認証委員会で面談等審査を行い、ACCSJ の認証基準
に適合していることを認定し、認証証を交付しました。
ACCSJ 事務局から、「認証制度の実施」(高田恭子さん)、「研修プログラムの内容」(古川玲子さん〔ビデオ〕)について報告
します。認証は支援団体のネットワークに基づいてなされます。全国の面会交流支援団体、支援者が集うこのフォーラムもゆ
るやかなネットワークの1つであることから、ACCSJ の活動を紹介します。

【第3部】新しい支援団体の紹介と情報交換
恒例となった、新しい団体、今回参加された団体の紹介と情報交換の時間です。

総務部⾧の古川が「研修プログラムの内容」について発表させていただいた。
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５-３ 一般社団法人面会交流支援全国協会(AccsJapan)
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2022年09月14日 19:00～ 運営委員会議

2022年10月27日 19:00～ 運営委員会議

2022年12月22日 19:00～ 運営委員会議

2023年01月21日 19:00～ 運営委員会議

2023年02月23日 19:30～ 運営委員会議

2023年03月30日 19:30～ 運営委員会議

2023年05月24日 20:00～ 運営委員会議

ACCSJの運営委員会議に実践者のひとりとして代表理事の古市が出席している。
ACCSJは支援団体に認証を授けるための団体だが、授かる側の支援団体の内情を理解していないということ
もあり、指名を受けた支援団体が運営委員会に参加している。

５-３-1 一般社団法人面会交流支援全国協会(AccsJapan)運営委員会議（オンライン）

面会交流は、離別した親子のあり方を示す重要な法的関係である。しかしながら、高葛藤の父母にとって、
また、高葛藤でない父母にとっても、離別に至る葛藤期間を経てなされる面会交流には困難が伴う。子育て
に社会的支援が必要なように、父母の離別においても、子の福祉の観点から社会的支援が必要である。日本
各地で、その必要性が認識され、任意団体や市町村による支援がなされ始めているが、その支援の公益性を
示すためには、支援団体の適正を示す一定の基準や支援の質の確保が必要である。そのため、面会交流支援
団体をの適性を示す基準を作成し、その基準を満たす団体を認証する制度の構築する団体として、一般社団
法人「面会交流支援全国協会（以下、ACCSJ〔Association for Child Contact Support、 Japan〕）」は、
2019年に設立された。
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５-３-２ 一般社団法人面会交流支援全国協会(AccsJapan)認証

一般社団法人面会交流支援全国協会（ACCSJ）は、子どものた
めの面会交流実現にむけて支援団体の適正基準を示し、基準に
適合する団体の認証制度を提供する全国規模の法人であり、認
証の試行的実施として、2022年10月より認証申請の受付が開
始された。

びじっとはACCSJが示す基準をクリアし、全国で初めての認証
団体になることができた。
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５-４ 日本離婚・再婚家族と子ども研究学会

５-４-1 日本離婚・再婚家族と子ども研究学会 第５回大会（ハイブリッド）
びじっとからは、2９日・３０日の2日間、代表理事の古市が参加して学んだ。

日本離婚・再婚家族と子ども研究学会（The Japanese Association for Research on Children of Divorced Families and 
Stepfamilies）は、2018年4月に設立された。離婚・再婚家族への適切な支援のあり方を念頭におきながら、特に子どもの
養育問題に着目し、子どもの意思への配慮、及び利益の尊重と福祉の増進の実現を目指して、本研究学会は発足された。本
学会の構成メンバーは法学者、心理学者、社会学者、弁護士、面会交流支援者、福祉関係の実務家、 家庭裁判所調査官など、
じつに多種多様、雑多な構成となっております。きわめて学際的な色彩の強い学会 ということになります。
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５-５ 神奈川面会交流支援団体連絡会

第６回連絡会情報交換会 2022年09月21日 15:00～16:30

第７回連絡会情報交換会 2022年10月28日 13:00～14:30

第８回連絡会情報交換会 2022年11月25日 13:00-14:30

第９回連絡会情報交換会 2022年06月30日 13:00-14:30

第10回連絡会情報交換会 2022年07月29日 13:00-14:30

５-５-1 神奈川面会交流支援団体連絡会情報交換会（オンライン）

神奈川県に事務所所在地を有し、活動するのは、以下の3団体である。

①FPIC横浜ファミリー相談室
②一般社団法人びじっと・離婚と子ども問題支援センター
③ボヌールシップ

この３団体にて「神奈川面会交流支援団体連絡会」を形成し、適宜情報交換を行うのが、神奈川面会交流
支援団体連絡会である。
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５-６ 神奈川面会交流支援団体連合会

（FPICは全国組織でもあるため、当連合会には参加しない）

神奈川県に事務所所在地を有し、活動する、一般社団法人びじっと・離婚と子ども問題支援センター、ボヌ
ールシップの２団体にて「神奈川面会交流支援団体連合会」を形成し、行政等に面会交流支援の必要性を働
きかける連合会である。

５ｰ６ｰ１ 神奈川面会交流支援団体連合会
連合会を2022/5/10に設立した。2022/9以降は活動計画に従い、団体内体制を整備し（経理担当を設定）、
面会交流総合窓口「ペアレントタイムかながわ」チラシとHPを作成し、受付準備を進行中。
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５-７ 面会交流支援普及推進あいぼりーりぼん
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第11回面会交流支援者交流会 2022・09・11(日) 20:00～

第12回面会交流支援者交流会 2022・11・06(日) 20:00～

第13回面会交流支援者交流会 2022・12・25(日) 20:00～

第14回面会交流支援者交流会 2023・03・24(日) 20:00～

５-７-１ 面会交流支援実践者交流会（オンライン）

代表理事の古市が、2012年に面会交流普及推進の象徴として考案したのが「あいぼりー
りぼん」である。
現在、ピンバッジを販売している。

面会交流支援団体が日頃、支援で困っていることなどを相談できる窓口として、2020年からはオンライン
において、あいぼりーりぼんの元で、団体の垣根を越えて交流会を定期的におこない、年一度、公開イベ
ントを開催している。
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2022年08月01日に（一社）びじっと・離婚と子ども問題支援センターは設立15周
年を迎えることができ、15周年イベントもオンライではありますが、開催することが
できまして、78名の皆様にご参加いただけました。

ひとくちに15年と申しましても、０歳児が15歳の中学３年生になる月日になりま
す。設立当初の子どもたちは、高校生や大学生になっているのだな、元気かな、と15
年の歳月を振り返っております。

私事では、子どもが2023年２月で18歳成人となりました。びじっとを設立した当
初は３歳だったのが、15年経てば18歳成人です。赤ちゃんだったのは、つい昨日の
ことのようですが、もう大学生。自動車運転免許も取得して、車を自由に乗り回して
いる姿を眺めていると、親からの巣立ちを感じました。『親権』という呪縛から、親
も子も解放された気持ちでおります。

いま、社会は共同親権制度導入に舵が切られておりますが、そもそも共同親権国で
あっても父母の感情が高葛藤ですと紛争が⾧期化してしまい、子どもの方が成人して
親権など関係なくなる事例も見受けられます。我が子との面会交流期間は、10年かそ
こら。親の思う通りの回数や時間ではなかったとしても、相手に対して理不尽だと怒
らずに、粛々と我が子と会い、絆を深めていただきたいと願います。
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さてさて。2021年度から継続されていた「かながわボランタリー活動補助金基
金21」の補助金によりまして、「離婚に伴う子どものための紛争解決モデル構築
事業」が、2023年の本年度、いよいよ仕上がりまして、皆様に利用していただけ
るようになりました。（P38～39参照）

また、昨年度にお知らせした神奈川県にある面会交流支援団体との連合会ですが、
東急子ども応援プログラム助成金により、『ペアレントタイムかながわ』を設立し、
相談窓口を設置することができました。（P41～43参照）

さらに、経済産業省事業再構築補助金により、『面会交流支援団体の運営支援・
立ち上げ支援事業』を開始することが出来ました。（P44参照）

寄付金・企業サポーターの皆さまのお陰で、昨年度は進行中だったものが、今年
度は、HPのリニューアル等々、整ってまいりました。（P47～51参照）

2022年10月から認証団体のACCSJも始動し、びじっとは認証第一号となりまし
た。面会交流支援が世の中に認知される土台が出来あがったと感慨深く思います。

2023年8月１日をもちまして、びじっとは設立16周年を迎えています。今年度
は、新しき流れが生まれ始めたように感じる10ヵ月でした。来年度はどのようなご
報告が出来るのか、私自身も楽しみにしております。どうぞ、これからもご支援を
賜りますよう何卒宜しくお願い申し上げます。 2023年11月吉日

一般社団法人びじっと・離婚と子ども問題支援センター
代表理事:古市理奈

令和４（2022）年度は、一般社団法人を非営利型
に変更したため、2022年９月１日から 2023年６
月１９日までの10ヵ月の事業報告書となります。


